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２０世紀も最後の年になり、２１世紀を目前に

して世の中がいろいろな面で大きく変わろうとし

ています。まさに革命的な動きがいろいろな分野

で出始めています。中でも、最近、政府も大変力

を入れていますのがＩＴです。もはやＩＴ革命と

いうことが日常の言葉となっているといっても過

言ではないほどですが、実はその一方で、その中

身、すなわち、ＩＴ革命とは何かという実像がな

かなか見えにくい部分があります。いったいＩＴ

で、あるいはＩＴ革命で何が変わるのかというと

ころが、専門の方々にとってみれば当たり前のこ

とかも知れませんが、一般の市民の方々にとって

みればまだまだ実感が得られていないのではない

かと感じております。

そこで、今年 4月からスタートしました上越市
創造行政研究所主催で市民セミナーをこの時期に

行うのも良いかと考え、皆様にご案内を差し上げ

たところであります。ＩＴ革命、ＩＴについてど

の程度関心が持たれているかが、今日のご参加の

数で分かるのではないかと、実は私も楽しみにし

ておりました。このホールは千五百人入ります。

千人を超えたら上越市の皆さんもかなりこの問題

については高い関心を持っていることになると考

えていましたが、概ね千人くらいでしょうか。イ

ンターネットの普及率をチェックしましたところ、

いま日本全体で２８％、上越市はこれに対して２

５％でありますから、その数字にちょうど見合っ

たところかと感じております。

インターネットは毎年普及率が高まってきてい

ます。一般に普及率が２割を超えると普遍性があ

ると言われるそうであります。インターネットは

２割を超えていますから、もう一般化していると

言ってよろしいかと思います。

したがって、私ども行政もこのＩＴ革命にどう

対応していくかというところにさしかかっている

のではないかと考え、既に庁内に「ネット行政研

究会」を立ち上げております。インターネットば

かりでなく、ネット社会に対してどう行政が対応

するかを検討しております。

また、私どもはいわゆる「安・近・短」行政を

行い、コスト意識、あるいは企業マネジメントの

考え方、そういうものを自治体運営に取り入れよ

うということで自治体経営を標榜して取り組んで

おります。先般、日本経済新聞の調査で行政改革

度の調査があり、全国６７１の市および東京２３

区、計６９４の自治体の通信簿が発表されました

が、私どもは名誉ある総合第１位という輝かしい

評価をいただきました。職員はじめ市民の方々の

ご理解の下で、このような改革ができましたこと

は大変喜びに値すると思っておりますし、私ども

がインターネット、ＩＴ革命社会に向かう基盤が

既に確立しているのではないかと認識している次

第であります。

私どもの市が生み出した偉大な人物に、前島密

翁がおられます。この方はいろいろな分野でわが

国の発展に貢献され、なかでも「郵便の父」と呼

ばれているように、通信という事業についていち

早く全国また世界に発信されました。当市はその

出身地でありますから、私たちの意識の中に、通

信業務、通信行政、そういうことをわりと受け入

れやすい素地があるのではないかと思っておりま

す。そうした土地柄でありますから、電子政府あ

るいは電子行政がどうあるべきかというところを

行政が率先して取り組んでいかなければならない
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と思っております。

また、私どもの生活、暮らしがこのＩＴ革命で

どう変わるかということを、早めに皆さん方と共

に学び合うということも大変大事ではないかと考

え、今日は「ＩＴで変わる私たちの暮らし」とい

うテーマでセミナーを開催させていただくことに

いたしました。

ＩＴ関係については専門家の方がたくさんいら

っしゃるわけでありますが、今日は特別に素晴ら

しい講師の方をお迎えすることができました。

現在、政府によってＩＴ戦略会議が主催されて

おりますが、そのメンバーでいらっしゃいます石

井威望先生をお迎えできました。ただいまＩＴ戦

略会議のメンバーをなさっている方でありますか

ら、ホットな話をお聞きできるのではないかと大

きな期待を寄せており、お越しをご歓迎し、宜し

くお願いする次第であります。

また先に申し上げましたように、行政において

も電子行政ということが言われておりますから、

市役所の行政サービスがどういう形に変わるべき

かも学ぶ必要があるということで、実務的な面で

携わっていらっしゃる日立製作所の大川義人さん

にも、大変お忙しいところをお越しいただきまし

た。電子行政のイメージがどういうふうなものか

が、おそらく大川さんのお話でかなり分かってく

るのではないかと思って期待申し上げております。

現在、創造行政研究所には、市の職員から派遣

している者も研究員として所属しております。第

３部ではその池田主任研究員が、「ＩＴと私たち

の暮らし」と題し、研究成果を発表させていただ

くことになっております。これらの３部構成で本

日はセミナーを進めていきたいと思います。

ＩＴ革命で私たちの暮らしがどう変わるかとい

うことは、正直、私にもなかなか読み取れないと

ころがありますが、少なくとも便利をもたらして

くれるという感じはいたします。そして行政サー

ビスも質が高まって、より一層スピーディになっ

ていくのではないかと思います。また、少子高齢

化時代を迎える中で、子供たちがＩＴ社会にどう

取り組んでいくかということを考えますと、こう

した面に対しても研究し対応していく行政責任が

あると認識いたします。こういったわけで、いま

２１世紀を迎える中で、ＩＴというものを私ども

の行政あるいは暮らしの中にいち早くきちっとし

た形で位置づけるにはどうしたらいいのかを探求

していけたらと思ってこのセミナーの開催を考え

た次第であります。

本日は、いろいろな方々にご参加いただいてい

ると思います。ＩＴに関連する事業者の方がたも

いらっしゃる筈で、ＩＴで活力ある地域づくりが

可能にならないかと念願しているところです。い

ろいろな仕掛けづくりが始まっております。まち

の活性化のためにＴＭＯ（まちづくり公社）も立

ち上がりました。ＩＴ革命にはいろいろな切り口

があるだろうと思います。「安・近・短」行政とい

う行政運営の基本的スタンスの中で、実用的で効

果的なものを得、かつ探求していけたらと思って

おります。今日はそんな意味で学び合う場にして

いきたいと思いますので、少し長時間のセミナー

になりますけれども、最後までしっかりと勉強し

ていただくことを切にお願いいたしましてご挨拶

とさせていただきます。


